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ら得られる単量体イオンのエネノレギー準位と比較する乙とにより，乙れらが単量体イオンの 6 → π お






















構成するベンゼン単量体イオンの 6 ー π遷移と π ー π遷移に対応するこつの吸収帯からなり，これら
の吸収波長を単量体イオンの励起エネノレギーと比較して理論的検討を行った結果，二量体イオンの構
造はサンドイツチ型であるとの結論を得た。近赤外領域にはクラスターに特有な電荷共鳴吸収帯が観
測され，二重体イオン中の二つのベンゼン分子が互いに等価となる様な構造である乙とを示した。三
量体についても，三層サンドイツチ構造と電荷の非局在化を支持する結果を得た。さらに，光解離に
よる断片イオンの飛行時間質量スペクトノレのピーク幅より相対運動エネノレギーを決定し，吸収された
光エネノレギーはクラスターイオンの解離以前にその大部分が振動の自由度に移行して振動前期解離が
起る事を明らかにした。以上の様に，大橋君の学位論文は，ベンゼンクラスターイオンの構造と反応
に関する多くの新しい重要な知見を含んでいる。よって本論文は，博士(理学)の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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